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　　　　　　　　緒　　　言
　A．Szent－Gy5rgyi等1）によれば，平等のいわゆ
る牧縮要素たるactomyosinはadenosine－triphos－－
phte即下ATPと記す）と特異的に半川し，殊に
actomyosin糸或V・はグリセリン処理筋線維は
ATPにより著明な短縮を來たすという。私2）も先
にかかる事実を観察し画一卜した所である。
　また，ATPは心臓に：対して著明な作用があり，
心膣動に対して抑制的に或V・は少量では促進的に
作用するとされている31。敏室の藤野4）も，最近家
鶏胎兇の心臓につきこれを証明．している。
　しからば，生筋殊に骨骨各筋に対しATPな如何’
なる作用を有するかは甚だ興味ある問題である。
　これに関しては，從來2～3の研究あるも，結
果は必ずしも同一でない。即ち，Buchthal等5）は
蛙の筋線維に対し，活動電位を件なう彊縮様の牧
縮を見ており，哺乳動物の筋も動脈注射で牧縮が
起るとV・う。　また，Rozsa6）も生筋線維に対して
ATPによる牧縮を見たという。最近足立7）も，三
等の筋注法により骨骸筋のATPによる牧縮を認
めている。これに反して，Wierci㎡ski等s）．はATP
を筋肉に注射しても1枚縮を見なV、という。また最
近，Bezngk9）は蛙直腹筋に対するATPの作用は
acetylcholine様物質の遊離を介して行われるとい
う。
　A・Szent－Gyδrgyii）は，上記Rozsa並びにBu－
chthal’凾ﾌ実鹸を，筋肉は殻唱歌態におV・て遊離
のATPを有しなV・とする勢門の所論の一証左と
して重要親した。
　以上の如く，新鮮骨飴筋に対するATP作用に
関しては，未だ完全なる意見の一致を見す，しか
も筋牧縮に関するその意義の重要である点から，
私は骨儲筋線維に対するATPの作用並びにその
作用機序を明かにせんとして，蛙直腹筋に対する
ATP．の作用を詳細に槍討した。
　　　　　　L　 　　　実瞼方法
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　2．試　藥
　　a）　2×IQ　”’3M，5×10－3M　ATP　ATP－Ba塩：をRinger
氏液：に溶かし，H2SQIを加えてBaを沈澱させ遠心分離す
る。かかる液をNaOHで中和し，　PHを7．2にする。
　　b｝　3×10一一5M，　3×10’6M　vagostigmine
　　c）　5×10一“M　atropine
　　d）　5×10H6M　aeetylcholine
　　e）対照液ATP－Ba塩と同量のBaを含有するBa
（OH）2をATP液：作製と同様の方法で溶解し，　Baを沈澱
させたものを対照液とした。
　以上の試藥は，すべてRinger氏液に溶解した。
　3，実瞼操作
　蛙をコルク板上に山月に固定し，腹壁の皮．膚を破り直：腹
筋を露出する。直腹筋は中央で左右2つに分け，直径2～
3mm，長さ20　mmの材料を2本取る。・1本はRinger氏
液中に放置し，他は直ちに実写に供す。
　取り出した直腹筋は，1端を紅でしばり小硝子嘗底に装
置したかぎに懸け，他端は同．じく紅でしばり尊張性桓粁に
蓮結する。小硝子管の下にゴム瞥をつけ，それを止血鉗子
で開閉して液の置換を行5（Fig．1）。
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Fig．　1．　Suspending　apparatus　of　muscle
　　　　　　fiber．
A；　String　．　B
C：　Test　solution　D
E：　Rubber　tube　F
G：　String　H
：　Frog’s　reetus　abdominis
：　F rcep
：　Small　glass　tube
：王look
　等張性枇朴に懸けた直謝笛は，Ringer氏液中で約15～
30分位で安定して來る。その後，烏棚を禰師管中に入れ直
腹筋の反雁を検した。荷重は300mgで，収縮は煤紙上に
描記した。vagostigmine及びatropineは，約5分間作
用させた後，洗1濁する事なくATP言夜を典えた。
実験成績
　1．蛙渣：腹筋に対するAT？の作川
　　a）直腹筋は少時の潜伏期の後除々に牧縮する
（Fig．　2）．
　　Fig．　2．　Effects　of　ATP　solution　on　frog’s
　　　　　　rectus　musele．
The　same　ATP　solution　was　applied　t・o　the　same
rectus　in　A，　B，　C　order．　ATP　：　5　×10－3M　in　Ringer’s
solution．　Recording　lever；　lsotonic　lever．　Load：
300mg．　Time　rnarks：　3　seeonds．
　　b）　同一のATP液を繰り返し同一直1腹筋に作用させ’
ると，そのATP液の直腹筋に対する牧縮力は漸次塘強す
る（Fig．2）。
　　c）ATPに対する直腹筋の反患は，個体差が大きく
全く牧縦しない例もあった。しかし，その襟．な直腹筋でも，
しばしば同一直腹筋に作珊させ牧縮作用の昂ったATP液
に浸すと牧縮が見られた（Fig．3）。
　Fig．3．　E庄ec七s　of　different　ATP　solutions
　 　　　　on　the　same　reetus　muscle．
（D　：　Fresh　ATP　solution．　（rr）　：　ATP　solution・whieh
repeatedly　applied　to　the　rectus　muscle．
ATP　：　5×10－3M．　Reeording　1ever　：　lsotonic　lever．
Load：　300　mg．　Time　marks：　3　seconds．
　　d）　Ringer　氏液中に4～5時問放置した直腹筋につ
いても大差なかった。
　2．ATP作用に及ぼすvagostigmine及びatropineの
影響
　　a）ATPによる直腹筋の牧縮は．vagostigmineで著
明に増強〔した（Fig．4）．〕かかる柵感作用は，繰り返し直腹：
筋に作用させ敗縮作用の増強したATP波のみならず，漸
鮮ATP液についても見られた。但し，　ATP牧縮の無い
直腹筋はかかる増感作用は見られなかった。
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　　　　Fig．　4．　Vagostigmine　effects　on　ATP一’
　　　　　　　　contraetion．
．　Abobe　：　Contraetion　produced　by　ATP　（5×10一’3M）．
　Below　’：　After　a　5　minutes　preliminaly　vagostigmine
　（3×10－6M）　treatment　contraction　was　induced　by
　ATP　Reeording　lever：Isotonic　lever．　Load：300mg．
　Time　rnarks：　3　seeonds．
　　b）　a七ropin6はATP液：の牧縦作用を完全に抑制し
た（Fig．5）。　　この場合も前者と同標牧紺作用の増強した
ATP液及び無口ATP液に依る直腹筋の収縮を．ともに抑
制した。
　Fig．　5．　Atropine　effects　on　ATP－eontraction，
Abobe　：’一f．Contraction　produced　by　ATP　（5　×10－3M）．
Beow：　After　a　5　minutes　preliminaly　atropine
（5　×10m‘M）　treatment　contraction　was　not　induced
by　ATP．　Recording　lever：Iso七〇nic　Iever．　Load：
300mg．　Time　marks：　3　seconds．
　3．i腹筋のacetyleholine痙縮に及ぼすATPの影響
　直腹筋にATP液を作用させた後acetylcholineを作用
さ．せると，颪腹筋のacetylcholine痙継は著明に増強す
る　（Fig．6）。
　Fig．　6．　Aeetylcholine　contraetion　of　reetus
　　　　　　after　ATPrtreatmen七．
Acetyleholine：　5×10’6M．　ATP：　2×lo一’3M．
Reeording　lever：　rsotonic　lever．　Load：　600　mg．
Time　marks：　3　seeonds．
　4．直腹筋に対するvagostigmineの作用　　・
　直腹筋に対してvagostigmineは，3×10－5Mで．は潜伏
期を有する牧紺作用があった（Fig．　7）。しかし，　ATP牧縮
の前処置に用いた3×10－6Mの濃度では概して攻縮を見
なかった。
　　Fig．　7．　Vagostigmine　effeets　on　rectus
　　　　　　　musele．
Contraetion　，produced　by　vagostigmine　（3　x　10－5M）．
Recording　lever：　lsotonic　lever．　Load：　300　mg．
Time　marks　：　3　seconds．
　 ．対　　照
　対照波は直腹筋に対して肢紺作用を全く有しなかった・
（Fig．　8）．
　　　　　　　Fig．　8．　Contro｝．
Reeording　lever：　lsotonie　lever．　Load：　300　rng．
Time　marks：　3　seconds．
総括並びに考按
　1・蛙直腹筋に対するATP作用
　以上の成績を総括するに，．ATPは直腹筋に対
して次の如き作用がある。即ち，
　　　a）個体差が大ではあるが，ATP液は直腹
筋を牧濡する。
　　　b）牧縮は潜伏期がある。
　　　c）同一のATP液を繰り・返し同一の直腹筋
に作用させると，ATP液の筋牧縮作用は漸次増
弧する。
　　　d）この筋牧縮作用は，vagostigmineで著明
に増強し，atroplneで完全一こ抑制される。
　　　e）ATP液は直腹筋のacetylcholineに対す
る感受性を著明に：塘弧する。
　私の使用したATPは，　ATP－Ba塩から遊離溶
解したものである。大谷10）はBaも直腹筋を牧縮
し且つその牧縮作用はeserineで櫓彊する事を指
摘している。從って，私の見た直腹筋の牧縮作用
も，ATP町中に極く少量に存在しているBaの
作用とも考えられる。しかし，Ba（OH）2で作った
対照液は直腹筋に対し何の作用も無かった。從っ
て，直腹筋に対する上記作用は，ATPの作用と
見倣し得るものである。
BeznSk9）も蛙直腹筋に対するATP作用を槍討
10）大谷：生i理学講座2，（2B）4（昭26）。
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　し報告しているが，その報告は簡軍なため詳細は
不明である。氏は，多くの筋肉はATPに反慮し
　ないとXn　V）運休差の大なる事を指摘しており，ま
たATPによる牧縮はeserineで増旧し，　atropi4e
或V・はcurareで無くなるとVbう。かかる氏の成績
　は，私の成績と全く一致するものである。潜伏期
に関しては，Bezn5kは何等触れていないが，　ATP
による牧縮が徐々に起るという点は，それを意味
するものでなV・かとも考えられる。Bezn6kはま
た，直腹筋を徐々に牧縮させるATP液に他の直
腹筋を入れると，早いacetylcholine様の緊縮を起
すという。私の成績では，同一のATP液を同一
直腹筋に繰り返し作用させると，牧牛力は漸次増
強した。かかる液をXTrたな直腹筋に作用させる時
　も漸縮が見られるが，この何れの場合も，牧縮は
常に潜伏期があり徐々に起つた。　～二の点Beznik
の結果と比較するに，直腹筋に対しATP液の牧
縮力が糟汁する点では一致するが，その一掴様式
　に於て異なるもの℃ある。かかる和違は，筋肉の
個体差，作用時闇，作用方法等の実験條件の差に
依るものでないかと考える。
　　Buchthal等5）は，蛙の筋線維が少量のATP，
ADPで弧蝋様の墨引の起るのを見ている。その
詳細は不明であるが，ATPが蛙の筋線維を牧野
させる点で私の成績に一致するものである。
　　またBuchthal等5）は，黒眼L動物の骨諮筋，平
滑筋はATPの動脈注射で牧縮を起すとV・う。こ
れに対しWiercinski等8）は，了【三下筋線維内にATP
　を注入するも牧縮を起さぬという。この聾者の相
’違は，適用條件の差及びBez話kが指摘し海如く，
また私の成績で述べた如く・ATPに対する筋肉
の感奨性に：大なる個体差がある事によるものと考
　える。私11）が前に報告した新鮮州崎筋線維に対し
ATPの作用が無かった事も，上記と同じ理由と
考える。
　　ATPによる直腹筋のacetylcholineに対する感
受性の増強作用は：・Buchthalξ奮5）が既に：私と同様
の成績を得ている。
　以上要するに，ATPは骨酪筋線維に対し，個体
差が大ではあるが牧縮作用を有するものである。
　2．骨儲筋線維に対するATPの作用機序
　上記の成績を通覧するに，ATPの筋開平作用
は潜伏期があるという点で，ATPが直接筋肉を
牧縮させるものでなく何らかの介在する過程を予’
想さぜる。このATP作用は，　vagostigmineで平
張しatropineで抑制されるが，これは筋肉に対す
るacetylcholineの作用に極めて類似するものであ
る。しかもこの際，、先述の如くBaの作用は否定
し得る。從って，AT：Pの筋牧縮作用はacetylcholine
或いはacetylcholine様物質を介して行われると見
徹して差支えないであろう。更にATPの筋牧縮
作用は，同一直腹筋に繰り返し同一ATP液を作
用させると漸次増弔する許りでなく，かかるATP
液は，新たなATP液で牧署しない直腹筋をも牧
縮させる。グリセリン処理兎腰筋線維の場合12）は，
同一ATP液を繰り返し作用させると，本成績に
おける生野ξ）場合と異なり短縮高は漸次減少する
傾向を認めた。また，かかる筋線維においては，
vagostigmineはそのATP短縮に何らの影響も
與えない2）。勝って，』生唾に対するATPの作用
は，ATPがacetylcholine様物質を筋肉から積極
的に：遊出させるものと考える。
　Beznikg）もATPの筋牧町作用は、．「ATPが直
接筋肉に作用するものでなく，acetylcholine或い
はacetylcholine様物質の介在によると考えてお
り，私の見解と一致するものである。殊に氏は，
ATP液rl・1からacetylcholine様物質を分離したと
V・う。術Minaev13）もまた，　ATPの筋牧縮作用は
筋肉自身にacetylcholineを作る事によるとしてV・
るといわれる。　　　　　　　　’　・
　以上要するに，新鮮骨賂筋線維に対するATP
の作用機序は，ATPが筋肉に直接作用するもの
でなく，筋肉からacetylcholine或いはacetylcholine
様物質を遊出し，他方ATPのacetylcholine作用
の糟弧と相帯って牧縮を起すものと考える。この
事はまた同時に，ATPばかかる條件下では筋肉
11）丸山t第3回H本生理学・会北海道地方会発表（昭26）
　　　日生誌　14，367　（旺葦｛27）・
12）　ヌL口．1：　第3匝』日木生理学会オヒ？enミ首1ま也方会，　第29匝」日本
　　生ヨ箋艮学會総会発憂乏　（II召27）　il・1生誌　14，367　（ll召27）．
13）Minaev，　P．　E：cit。．医学のあゆみ9，212（昭25），
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の牧縮要素たるactomyosin系と直接関係するも
のでない事を示す。
　3．acetylcholine檬物質の遊出機構
　Nachmansohn等14）によれ’ば，　choline－acetylaseは
ATPの存在下においてのみacetylchelineを合成
するという。從って，ATPはacetylcholineを合
成遊離したとも考えられる。Bez飴k9）はATP液
中のacetylcholineをHaper等の方法で分離定量
し，それが筋肉内のacetylcholine含量より時に多
くなる事実から，acetylcholin6が合成されるとし
てV・る。
　またQuaste1等物は，紳轡皿織中trc　acetylch・line
が結合・型として存在するという。この事から，筋
肉内にも結合型acetylcholineの存在が考えられ，
ATPに依る作用はその結合型acetylcholineの遊
離とも考えられる。
　しかし何れにしろ，本実験のみからacetylcholirie
或V・はacetylcholine様物質の遊出機構は明かにし
得ないものであり，今後に残された重要課題であ
る。
　しかし，木実瞼でATPが筋肉のacetylcholine
に対する感受性四阿作用を有し，またやや高濃度
　りのvagostigmineがATPと殆ど同様の潜伏期を：有
する零墨縮を制す事を見た。また一般にva90面g－
mineがacetylcholine作用を暗潮する事は周知の
事実であり，choline－esteraseの抑th－ll剤でもある。
從って，’ATPはeserineの如くacetylcholine－chol－
inesterase、系に直接何らかの作用を及ぼす事が期
待される。これ等の現象は，ATPによるacetyl－
choline様物質の遊出機構の解決に重要な示唆を
與えるものでないかと考える。
　4．筋興奮機序（acetylcholine）とactomyosin系
の関係
　上述の如くATPの筋肉への作用は，　ace　tyエcholine
を介するものと考えら」れるが，しからば更に，
acetylcholineが如何にして筋牧縮を黙すかにつき，
いささか老察を加えて見る。
　最近のA・Szent－Gy6日目yi等16）の見解によれば，
筋肉のactomyosinは静止状態でぽactinとmyo－
sinに解離した固態で存在し，これが興奮波によ
って結 し　actomyosinとなる事が筋斗縮の第一
過程であるという。
　Feldbergi7）に：よれば，　acetylcholineは骨賂筋の
刷軽終板を介して形質膜に興奮波を起すとV・う。．
從って，acetylcholineの筋肉への作用どして，こ
の興奮波に件なう何らかの機序により』actinと
myosin渉結合し年暦を起す事が考えられる。．
　しかし他方にお・いて，acetylcholineはactomyosin
系に対し直接作用があるとの報告もある。即ち
Montige118）は，　acetylcholineが幽actomyoSin’がら
Kを出す事を見ており，Gubaig）もmyosinから
Kを遊離する作用を見てV・る。從って，筋申の
actin，　myosi・1は，　aceセylcholineの直接作用によ’る
塩濃度の変動により結合するとも考えられる。か
かる塩濃度と籍接に関係する静電的結合の重要性
は，既にA・Szent－Gyδrgyi16），　Bozler2の，寺山21）等
により指摘されている所である。
　しかしこれ等の作用は，未だ充分追試槍討を経
ていなV・の参ならす，可成りの反対事実も’ある。
Mc．　Intyre22）は，　acety．　lcholineはactomyosin糸の
牧縮を起さす，actomyosin　糸牧戸に：お・けるATP
の作用を加減しなV・といV・，私2）もグリセリン処
理兎腰筋線維に対して，acetylcholineは牧線1作川
なく，またそのATP短縮に何らあ影響の無い事
を見，更にグリセリン処理した蛙直腹筋23）はATP
で牧縮が見られるに反し，acetylcholineでは牧羊
作用が無かった。’これらの点からも，筋牧縮にお
V・てactomyosin系に対するacetylcholineの直接
作用の可能性は少ないものと考える。
　以上の諸観点から，現在の所icetylcholineと
actomyosin系の関係は，・Feldberg17）のいう形質膜
の興奮波を介する機序を考えるのがより安当であ
14）　Nachmansohn，　D．：　J．　Neurophys　iol．　6，　397　（1943）．
　　cit．享中巾：　1］．新医学　37，421　（II召25）．
15）QuasteI，工H．：Biochem．　J，32，243（1938）．
16）　Szent－Gy6rgyi，　A．：　Chemistry　of　Museular　Con－
　　traetion　CNew　York　：　1951）．
17）　Feldberg，　W．：　Brit．　Med．　Bull．　6，　312　（1950）．
18）Montigel，　G：eit．名取：筋生哩学（昭26），
19）Guba，　F．：eit．名取：筋生…哩学（ll召26）．
20）Bozler，　E．：エGen．　PhysioL　35，703（1953）．
21）寺山：未刊．
22）Mc．　Intyre：cit．名取：筋生理学（昭26）．
23＞　メL山；　未発表．
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る。しかし，この機序の詳細につbては今日なお
不明であり，A・Szent－Gyδrgyi16）・24）も塩濃度の変
化を漠然と考えているに過ぎなV・。この点こそ，
筋牧縮機構の解明上今後に残された重要課題であ
る。
　5・筋肉の静止1常態に就いて
　・1947～48年当時にお・V・てA．Szent－Gyδrgyii）
はRozsa6），　Buchthal等5）の研究を以て，筋肉の
静止歌態の読明に役立つものとして重要面した。
これは氏のprotin説に立って，筋肉の静止歌心
におV・ては遊離のATPが存在しないとの観点か
らなされたものである。即ち，筋肉が生理的に
actomyosin，　ATP及び一字濃度の塩を有するにも
抱らす静止歌態に止まるのは，ATPがmyosinと
結合している爲である。興奮に依りこの結合が切
られATPが遊離するとactomyosinは牧縮する。
また外部から遊離のATPを與えた場合も同様で
あり，～二のATPがmyosin分子の肝要な一構成
物質たるprotinに作用し，結合ATPの結合を切
る結果牧縮が起る。而して，Rozsa及びBuchthaI
等の実験はこれを示すというのである。
　しかし，これは明かに二筋に対するATP作用
と，actomyosi晶晶或いはグリセリン処理筋線維に
対するATP作用との二二，或V・は筋肉内ATP
と外部から與えたATPの作用を混同した誤りで・
ある。
　私の成績から明かな如く，ATPぽ売筋におい
てはactomyosin系に直接作用するものではなV・。
その間にacetylchoHneの遊出を介するものである。
このacetylcholineも上述の如くactomyosinに直
接作用すると考えるよりは，むしろ形質膜におけ
る興奮機蒋に関係すると見なければならなv・。
　Green＆Stoner3）はATPの細胞機能に関し，
細胞内ATPと細胞外ATPとは異なる作用を有
する事を想定しているが，私の成績はこの観点か
らも極めて興味あるものと考える。
　今日　protin説は否定され，筋肉の静止状態に
ついてA・Szent－Gyδrgyii6）自らが上述の如く，
、、aCtOmyOSinがaCtin及びmyOSinに解離した歌
態、、と訂正してV・る。また同時に，Buchthal等の
実験 意義に関しても，これ等は筋肉の興奮機序
に関係するものであり，actomyosinには直接関係
せざるものと述べている。
結 論
　1．蛙直腹筋に対するATPの作用を回した。
　2・直腹筋はATPで牧縮するが個体差が大で
あった。牧縮は暫時の潜伏期の後徐々に起る。更
に，同一ATP液を同一筋に繰り返し作用させる
と筋牧縮は漸次塘強する。
　3．ATPによる筋牧縮作用は，　vagostigmineで
；著明に増張し，atropineで完杢に抑制される。
　4．また，ATPにば筋肉のacetylcholineに対
する感受性を著明に増強させる作用もある。
　5・以上の事から，新鮮二二筋線維に対する
ATPの作用は，筋肉内のactomyosinに直接作用
するものでなく，筋肉からacetylcholine：或いは
acetylcholine様物質を遊出し，それと筋肉の興奮
感受性増弧作用とが相侯って，筋肉を興奮し牧縮
せしめるものと考える。
　本研究が胎ど終了した頃，Brecht＆Epple！5）の報告を
見る機会に接した。並等も，蛙の各種筋肉についてacetyl－
cholihe及びATPの作用を槍し，私と同様にATPは筋肉
に対しacetylcholine様に作用し，直接門中のactomyosin
に作用しないとの結論に到馴している。
　　　　　　　　　　　　　（昭和28．3．3受付）
24）　Szent－Gy6rgyi，　A．：　Science　110，　411　（1949）．
25）　Breeht，　K　＆　Epple，　O．　：　Pfltigers　Arch．　255，　315　・
（1952）．
i4巻2号 丸山一骨酪筋線維f蛙直腹筋）に対するA：PT牧継の機序について ? 93
SummarY
　　　　Concerning　the　effect　of　ATP　on　fr．esh　striated　m　uscle　fibers　and　the　mechanism　of　its　effect
there　have　been　some　investigations　but　the　results　of　those　researches　do　not　necessarily　agree．
With　the　object　of　clarifying　this　point，　1　started　detailed　research　on　the　effect　of　ATP　on　frog’s
rectus　muscle　and　acquired　the　following　results：
　　　　　1）　When　ATP　is　applied　to　the　r’ectus　muscle，　we　can　perceive　wide　differences　among
individuals；　some　of　them　．db　not　contract　at　all，　but　concertiing　those　examples　which　contract，
we　notice　that　they　contract　little　by　little　after　a　brief　latent　period．
　　　　　2）　This　contraction　can　be　markedly　increased　by　vagostigmine　and　is　perfectly　inhibited
by　atropine．
　　　　3）　When　the　same　ATP　solution　is　repeatedly　applied　to　the　same　muscle，　the　contracting
power　of　this　ATP　solution　becomes　increasingly　stronger，　and　this　ATP　solution　has　the　power
of　contracting　those　rectus　muscles　which　do　not　centract　in　a　fresh　ATP　solution．
　　　　4）　ln　the　rectus　muscles　after　the　application　of　ATP　sorution，　irrespective　of　the　existence
of　contraction，．contracture　by　means　of　acetylcholine　remarkably　increases．
　　　　From　the　results　mentioned　above　we　realize　that　the　contraction　effect　of　ATP　on　fresh
striated　muscle　fibers　does　not　come　from　the　supposed　direct　action　of　ATP　’on　actomyosin　in
the　muscle　but　from　the　cooperation　of　the　isolated　acetylcholine　ot　some　other　substance’　like
aeetylcholine　in　the　muscle　and　the　increased　excitation　susceptibility　of　the　muscle・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Mar．　3，　1953）
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